
「プラスチック・スマート」 キャンペーンに 
ついて 

【キャンペーンの趣旨】 

 プラスチックによる海洋汚染が深刻な問題に 

 我が国が国内でこれまでの実施してきた様々な取組と率先実行を国内外に
アピールし、国内外の更なる取組を促したい 

参考資料2 
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１．プラスチックごみによる海洋汚染の状況 

出典：タイ天然資源環境省 

 2050年には魚の量を上回るとの試算も 
 観光、漁業にも影響が 



２．世界の流出の実態 
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 年間約５００万～１３００万トン流出との推計 
 中国及び東南アジアからの流出が多い 
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３．我が国におけるプラスチックの資源循環 

（出典） 『マテリアルリサイクルによる天然資源消費量と環境負荷の削減に向けて』 （平成28年5月環境省） 

漏出 ２～６万t  

 プラスチック廃棄物 = 9.4百万トン/年  (全廃棄物（431百万トン）の２％ ） 
 リサイクル率= 24.8％,  リサイクル＋熱回収率 = 81.6％ （2013年時点） 
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４．参加頂きたい主体、取組 
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取組 

主体 

・ 各省庁           ・ 市区町村、都道府県           

・ 業界団体          ・ NGO、NPO 

・ 企業              ・ 個人、消費者    等   

 各省庁・業界団体・企業・自治体・NGOなどの幅広い主体から、海洋プラスチック問
題の解決に貢献する以下のような ”プラスチックとの賢い付き合い方” を募集します。 
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５．参加・発信方法（企業、自治体、NGOなど） 

○ 「プラスチック・スマート」 キャンペーンサイト 

  （             で検索）にアクセスし、取組を登録して下さい 

 

○ 共通ロゴマークをダウンロードして下さい 

→ プレスリリースや名刺、会社のHPなどにロゴを付けてPR頂けます 

 環境省公式twitter（約29万フォロワー）や報道発表等で取組を紹介 

 国内外のイベント、「プラスチック・スマートフォーラム」が開催する国際シンポジウム
（2019年5～6月頃予定）等で取組を発信 

 英語で登録したものを、世界経済フォーラムの下の循環経済の官民連携プラット
フォーム 「PACE」 などと連携して、世界に発信 

 2019年6月のＧ２０エネルギー・環境関係閣僚会合の機会に、フォーラムで、優
れた取組について発表・表彰 

○○は、プラスチックの徹底分別に取り組んでいます。 

プラスチック・スマート 

【ご登録頂いた取組の発信】 

 キャンペーンサイトから取組をご登録頂ければ、様々な方法で国内外に発信します。 
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６．これまでの参加の状況（11/29時点） 

 環境省、経団連、日本マクドナルド、積水ハウス、ＡＮＡ、 
東京ガス、ＡＬＳＯＫ、小田急電鉄など     ６７社・団体 


